
再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 地方道・環境課
担当課長名： 吉 崎 収

事業名 一般道道 上厚真苫小牧線 事業 地方道 事業 北海道
かみあつまとまこまいせん

区分 主体

起終点 自：北海道苫小牧市字勇払 延長
ほつかいどうと ま こ ま い し ゆうふつ

至：北海道苫小牧市字静川 ７．０km
ほつかいどうと ま こ ま い し しずかわ

事業概要
当該路線は苫小牧東部地域の基本計画において、開発地域内の幹線道路に位置付けられ都市計画決定を

とまこまい と う ぶ

受けている。当該路線の整備により、港湾施設の集中する西港と東港の連携強化を図り、開発地域におけ
る産業、研究開発などの効率的な展開を支援し、苫小牧港周辺地域の発展及び北海道経済の活性化に寄与
する。
Ｈ１１年度事業化 Ｓ57年度都市計画決定 Ｈ１１年度用地着手 Ｈ１３年度工事着手
全体事業費 ８３億円 事業進捗率 ５９％ 供用済延長 ２．１km
計画交通量 ９，８００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) ２．６ ３５/９５億円 １２０/２４９億円 平成２０年

事 業 費： 31 / 90億円 走行時間短縮便益: 110/232億円
(残事業) ３．５ 維持管理費： 3.3 /4.8億円 走行経費減少便益： 9.3/ 15億円

交通事故減少便益：0.68/2.0億円
感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交通量変動 ：B/C=3.8(交通量 ＋10%) B/C=3.1(交通量 －10%)
事業費変動 ：B/C=3.8(事業費 －10%) B/C=3.2(事業費 ＋10%)
事業期間変動：B/C=3.6(事業期間－20%) B/C=3.4(事業期間＋20%)

事業の効果等

・物流効率化の支援（特定重要港湾苫小牧港へのアクセス向上が見込まれる）
とまこまいこう

・個性ある地域の形成（JR日高線や勇払川や安平川により一体的発展が阻害されている地域の解消）
ひ だ かせん ゆうふつがわ あ び らがわ

他８項目に該当
関係する地方公共団体等の意見

苫小牧市や苫小牧地方総合開発期成会から整備促進の要望がある。
苫小牧商工会議所や運送業界などから苫小牧西港と東港の連携を強化する当該路線の早期整備の要望が

ある。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

苫小牧東部地域内の骨格をなす幹線道路としての位置付けに加えて、平成20年8月に苫小牧東港に国際
コンテナターミナルが移転したことにより、苫小牧西港と東港の連携を強化する当該路線の整備の必要性
はより高まっている。
事業の進捗状況、残事業の内容等

平成２０年度までに、用地補償９６％、橋梁工５５％、改良・舗装工事５９％進捗している。残事業は、
橋梁工及び舗装工事約４．９kmである。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

事業着手後、遅れていた安平１号橋の河川協議が今年度完了予定であり、今後事業が遅延する要因がな
いことから、平成２４年度の完成が見込まれる。
施設の構造や工法の変更等

再生材（Co、As）の利用及び他工事発生土の利用、長大橋の路肩幅員の縮小などにより約５．３億円の
コスト縮減を図っている。
対応方針
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初より事業の必要性、重要性は更に増していると考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


